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その他の大学等の技術に関する取組例 
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Innovation Network Corporation of Japan （INCJ） 

投資対象：アドバンスト・ソフトマテリアルズ株式会社 

事業内容：東京大学が開発した高分子材料「スライドリングマテリアル」を用いた製品開発・製品販売 

投資金額：5億円 
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アドバンスト・ソフトマテリアルズ 

スライドリングマテリアル（SRM）は、特異なリング包接構造から、「強度
を上げようとすると剛性が上がってしまう＝脆くなってしまう」 
という硬化性樹脂の常識・欠点を大きく変える新しい高分子材料 

 SRM＝可動リング同士が架橋して形を作る 

  ・・・「架橋しているので強度が出る」 
     「リングが動くので柔軟性がある」 
           「応力を加えても分子鎖が壊れず元に戻る」 

出資 

経営上のサポート 

民間VC（UTEC他）、
事業提携先等 

出資 

最終製品メーカー 

成長資金投入によりアプリケーション開発を加速 

素材分野でアカデミア発ベンチャーの成功事例の創出を目指す 

高復元性 高柔軟性 高強度 

アドバンスト・ソフトマテリアルズ 

東京大学 

伊藤耕三教授 

技術の提供 

共同開発 

共同開発 



Innovation Network Corporation of Japan （INCJ） 

 

 

 

• 高速画像処理技術とその応用システムであるジェス
チャー・ユーザインタフェース（「ジェスチャーUI」）の研究
開発及びライセンシング 

 スマートテレビ 

 デジタルサイネージ 

 医療機器モニター 

 自動車車載機器 

 建物管理・セキュリティ 等 

民間VC 

投資対象：株式会社エクスビジョン 
事業内容：高速画像処理技術とその応用システムの研究開発及びライセンシング 
投資金額：1.8億円（上限） 
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エクスビジョン 

外部提携 

東京大学等 大手電気メーカー 

出資 

経営上のサポート 

出資 

経営上のサポート 

•共同研究開発 •共同研究開発 

•知財のライセンス 

ジェスチャー・ユーザーインタフェースの 

日本発のプラットフォームの構築を目指す 



Innovation Network Corporation of Japan （INCJ） 

LSIP 
 

投資対象：ライフサイエンス知財ファンド「LSIP」（エルシップ） 
事業内容：ライフサイエンス分野の重点領域において、大学・研究機関等の垣根を超えて知財を集約し、価値向上をしたうえで 

製薬企業等にライセンスする「知財ファンド」 
投資金額：10億円（上限） 

知的財産戦略ネットワーク（株） 

ライフサイエンス知財ファンド「LSIP」 

（Life-Science Intellectual property Platform Fund) 

 

●ライフサイエンス分野の重点領域（バイオマーカー、ES/幹細胞、

がん、アルツハイマー等）の知的財産に投資 

－大学、公的研究機関等の垣根を超えて、知的財産を絞り込
んだうえで集約 

－魅力ある知財群を形成したうえでライセンスし、革新的技術
の実用化やベンチャーの創出につなげる 

LSIPファンド運営合同会社 

出資 

 

企
業
等 

 

研
究
機
関 

 

大
学 

製
薬
企
業
・ベ
ン
チ
ャ
ー
等 

知
財
の
提
供
（売
却
・実
施
権
付
与
） 

知
財
群
の
提
供
（売
却
・実
施
権
付
与
） 

 

民間企業出資 
 

密接に連携 

製薬企業 
 

武田薬品工業（株）、第一三共（株）、 

エーザイ（株）、キッセイ薬品工業（株） 
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開発目的会社 

MedVenture Partners  

投資対象：MedVenture Partners 株式会社 （メドベンチャーパートナーズ）  
        MedVenture Partnersが組成・運営する医療機器インキュベーションファンド（MPI-1号投資事業有限責任組合） 
事業内容：医療機器を主とするライフサイエンス分野における企業に対する投資及び投資育成業務 

投資金額：44億円（上限） 

全体スキーム 医療機器の事業化プロセスとファンドの対象範囲 

産業革新機構 みずほ銀行 事業会社 

アイデア 
事業化 

デザイン 
開発 

（含非臨床試験） 

臨床試験  

 （含治験） 
薬事 

承認 

製造 

販売 

MPI－1号投資事業有
限責任組合 

インキュベーション機関 

（国内／海外） 

連携 

SPC 

出資 

開発目的会社 ベンチャー企業 

投資・育成 

医療機器メーカー 
医療現場の 

ニーズ 

日本の技術 

           

MPI-1号投資事業有
限責任組合 

出資 

開発目的会社 

医療機器ベンチャー 
医療機器 

メーカー 

売却 
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投資対象：株式会社アクアセラピューティクス 

事業内容：ペリオスチンをターゲットとする日本独自の次世代核酸医薬品の開発 

投資金額：4.5億円 

• 日本独自の核酸医薬の道を開くことを目指す 
 

• 民間VCとも協同したアーリーバイオベンチャーの支援により、日本のバイオベンチャーが構造的に抱える
資金的制約の解消の端緒となることを目指す 

アクアセラピューティクス 

 九州大学 

 東京医科大学 

 佐賀大学 

株式会社アクアセラピューティクス 

• 日本独自の次世代核酸医薬の開発を目指すバイ
オベンチャー 

 

• 産・学・官が連携し、アンメットメディカルニーズの高
い疾患に対して、核酸医薬による新しい治療薬の
開発を目指す 

 

• 新規核酸医薬の適応症として、糖尿病網膜症やア
トピー性皮膚炎等が想定される 

 

出資 

経営上のサポート 

出資 

研究開発費支援 

共同研究開発・技術移転 

ボナック核酸プラットフォーム 

（独）科学技術振興機構 
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三井物産           
グローバル投資（株） 

投資対象：NapaJen Pharma, Inc.（ナパジェンファーマ インク） 
事業内容：核酸等のDDSプラットフォーム事業及びDDS技術を用いた医薬品の開発事業 
投資金額：9百万USドル(上限) 

• アカデミア発シーズの創薬化を促進 

• 全身投与可能な核酸医薬を世界に先駆けて開発し、 

アンメットメディカルニーズの充足を目指す 

• 民間ベンチャーキャピタルとの協同支援により、創薬ベンチャー業界の活性化に貢献 

NapaJen Pharma 

核酸等のDDSプラットフォーム技術を用いて 

医薬品の開発を目指すバイオベンチャー 

出資 

経営上のサポート 

出資 

経営上のサポート 

共同研究開発 

（子会社）Napa Jenomics 株式会社 

北九州市立大学 
THE UNIVERSITY OF KITAKYUSHU 

Tokyo University of Agriculture and Technology 
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Innovation Network Corporation of Japan （INCJ） 

投資対象： 株式会社メガカリオン 
事業内容： ヒト由来人工多能性幹細胞（hiPS細胞）を用いた血小板製剤の開発 
 （献血に依存しない①安定供給が可能な、②安全性の高い、 ③医療コストの低い輸血実現のための血小板製剤技術） 
投資金額：  10億円 

• 日本が世界をリードするｉＰＳ細胞分野において、事業化に挑戦している数少ないベンチャー 

• 人工的に血小板製剤を製造することで、献血への依存度が高いことに起因する供給不足や病原汚染リスクなどの課題を解決 

• ＩＮＣＪが関与することで、ｉＰＳ細胞の実用化を促進する事業環境の整備にも貢献 

 出資 

 経営上のサポート 

 出資 

●事業内容 
iPS細胞株からの血液製剤の開発、製造および販売  

京都大学（iPS細胞研究所） 
 

東京大学（医科学研究所） 
 

共同研究開発・技術移転 

みずほキャピタル株式会社 

メガカリオン 
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 Anaero pharma Science 

• 出資 
（新薬開発の各ステップに 

  応じて段階的に投資） 

• 経営上のサポート 
共同 
開発 

技術 
移転 

当該ビフィズ
ス菌を投与 

ビフィズス菌
が増殖 

抗がん剤が
患部で作用 

プロドラッグを投与す
ると、がん組織内に集
積したビフィズス菌に
よって発現した酵素と
反応し、固形がん組
織内のみで抗がん剤
を産生。 

遺伝子改変型ビフィ
ズス菌を体内に投与。
嫌気性であるビフィズ
ス菌は、固形がん組
織内に特有の低酸素
環境を好み、集積増
殖。 

副作用を 
低減しつつ、
抗がん剤の
効果を 
高めること
ができる。 

ビフィズス菌を用いて、患部に集中して抗がん剤を産生するドラッ
グデリバリーシステム（DDS）技術を事業化 

投資対象：株式会社アネロファーマ・サイエンス 

事業内容：信州大学発のドラッグデリバリーシステム（DDS）技術を核として、製薬企業との協働により医薬品の上市を目指す。 

投資金額：29億円 （新薬開発の各ステップに応じて段階的に投資） 
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東京大学エッジキャピタル（ＵＴＥＣ） 
 

投資概要： 株式会社東京大学エッジキャピタル（「UTEC」)が新たに組成・運営するファンドUTEC3号投資事業有限責任組合に対     

         する戦略的LP投資 
事業内容： ライフイノベーション、グリーンイノベーション、ICT（情報通信技術）分野を中心に、技術力に立脚した創業前、創業初期 

         のベンチャーに対する投資事業 
投資金額： 上限100億円（ UTECが組成・運営するファンドに対する戦略的LP投資） 

 

 

 

・研究成果のシームレスかつ高確度な 

実用化、産業化を実現する本格的 「産学官連
携」を行うVCファンド 

・国内産業界及びグローバル市場の双方に
インパクトのある投資案件に対し創業段階
から相当額の投資を実行 

UTEC3号 

投資事業有限責任組合 

 

民間金融機関等 
 

• 本ファンドへの戦略的LP投資を通じ、既存のベンチャーキャピタルでは必ずしも十分に資金供給を果たせていなかった分野のベン 

  チャー企業に対し十分な資金を供給し、同時にアカデミアと産業界の連携を促進 

• 将来的には日本のイノベーションを支えるエコシステムの構成主体である研究者、起業家、大企業人材、投資家といった人材の層全 

  体を再現性と循環性のある形で厚く豊かにする 

戦略的LP

投資 

 

投資 

ライフイノベーション分野 

グリーンイノベーション分野 

ICT（情報通信技術）分野 

新たに組成・運営 

創業前、創業初期の
ベンチャーへ投資 
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寺崎智宏 

直通：03－5218－7202 

t-terasaki648@incj.co.jp 

＜お問合せ・連絡先（代表）＞ 
 

住所：東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 

丸の内永楽ビルディング21階 

電話：０３－５２１８－７２００ 

http://www.incj.co.jp/ 

info127@incj.co.jp 

ご清聴ありがとうございました。 

お気軽にご相談いただければと存じます。 

 
 

松藤洋介 

直通：03－5218－7221 

y-matsufuji259@incj.co.jp 

 各大学にて研究成果の実用化を検討・目指している研究者の方がいる場合や、研
究成果に関する個別の事業化の相談（ベンチャー起業前段階から相談）、個別研究
成果に基づく事業化可能性の検証等に関する御相談につきまして、下記の連絡先に
御連絡いただければと存じます。 
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